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研究の概要 

近年の高齢化に伴い急増している胸腰椎椎体圧迫骨折に対する

低侵襲な手術加療として、経皮的椎体形成術の需要が高まってい

います。当院では Vertebral body stenting(VBS)と呼ばれる椎

体形成術を全国的にもいち早く取り入れ、積極的に採用していま

す。除痛効果、椎体整復効果について調査します。 

対象となる個人情報 

年齢、性別、骨折椎体、手術前後の痛みの程度、手術前

後のレントゲン、CTなどの画像所見 

実施の期間 

西暦 2021年 6月 1 日より 

西暦 2026年 6月 1 日まで 

研究対象 

 上記期間に当院で経皮的椎体形成術（VBS）を受け

られたすべての患者様 

 


